


2

　３月26日、根室農業会館にて開催されました。
　平成29年度事業報告並びに収支決算などについて、平成30年度活動計画（案）
収支決算（案）の設定、会費の徴収について承認されました。
　また、平成30年度の役員も左記の通り選出されました。
　総会終了後の部員研修会では、ＪＡ中春別　南澤順子さんによる国内視察研
修報告会の他、ホクレンの方による〝着るだけで腰の負担が楽になる〟アシス
トスーツの説明や試着などが行われました。参加された代議員の皆さん、お疲
れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《事務局　中野係》

平
成
30
年
度　

新
役
員

　

会　

長　

長
谷
川
希
美
（
再
）【
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
】

　

副
会
長　

齋
藤　

道
子
（
再
）【
Ｊ
Ａ
中
春
別
】

　

副
会
長　

藤
田
登
美
子
（
再
）【
Ｊ
Ａ
中
標
津
】

　

監　

事　

伊
藤　

邦
子
（
再
）【
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
】

　

監　

事　

吉
田　

和
子
（
再
）【
Ｊ
Ａ
標
津
】

ＪＡ根室地区女性協議会 第62回

組
織
活
動
体
験
発
表
で

相
澤
部
長
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
!

　

４
月
５
日
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
第
66
回
通
常
総
会
並
び
に
、
代
議
員
研
修
会

が
札
幌
市
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
で
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
相
澤
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
66
回
通
常
総
会
で
は
前
年
度
の
決
算
状
況
か
ら
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
代
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
文
芸
ア
ナ
リ
ス
ト
、
食

料
・
農
業
・
農
村
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

大
金
義
昭
氏
に
よ
る
「
家
の
光
と

Ｊ
Ａ
女
性
部
と
の
関
わ
り
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
笑
い

と
興
味
を
誘
い
ま
し
た
。

　
「
組
織
活
動
体
験
発
表
」
で
は
相

澤
部
長
が
「
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
贈

り
物
で
す
〜
乳
製
品
消
費
拡
大
か
ら

『
け
ね
べ
つ
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
く

て
〜
」
と
い
う
題
目
で
女
性
部
お
中

元
事
業
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。「
女
性
部
が
お
中
元
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
は
全
国
的
に
も
珍

し
く
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
」
と
評
価
さ

れ
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
８
月
23
・
24
日
に
山

形
県
天
童
市
で
行
わ
れ
る
東
北
北
海

道
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
、
北
海
道
代
表
と
し
て
発
表
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

通常総会
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4
月
10
日
に
計
根
別
農
協
青
年
部
第
67
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
唐
崎
部
長
よ
り
「
29
年
度
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
充
実
し
た
酪
農
情
勢
の
中
、
安
定

し
た
経
営
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
と
し

て
は
、
部
員
皆
様
や
関
係
機
関
皆
様
の
協
力
に
よ

り
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
で
き
ま
し
た
。」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
出
席
下
さ
り
、

西
塚
組
合
長
よ
り
「
酪
農
情
勢
は
常
に
変
化
が
絶

え
な
い
中
、
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ
て
一
つ
の
事

を
成
し
遂
げ
、
地
域
の
未
来
を
熟
考
し
、
５
、
10

年
後
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
将
来
を
見

据
え
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
激
励
を
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
の
兼
松
副
会
長
か
ら
は
「
青

年
部
が
一
人
の
声
を
積
み
重
ね
て
、
良
い
事
業
を

展
開
し
、
現
場
の
声
や
想
い
を
上
に
伝
え
て
酪
農

社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
南
部
支
部
の
吉
田
明
浩
さ
ん
が
選
出

さ
れ
、
慎
重
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
行
し
て

頂
き
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
株
田
副
部
長
よ
り
「
今
年
度

も
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
多
く
の
事
業
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
も
、
部
員
皆
様
や
関
係
機
関
皆
様
の

力
を
お
借
り
し
た
い
。」
と
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
総
会
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
を
基
に

今
年
度
も
青
年
部
は
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
事
務
局　

小
林
係
長
》

通
常
総
会
開
催
!

第
67
回

平
成
30
年
度
新
役
員

　

会　

長　

今　

野　

邦　

仁
（
上
川
・
JA
北
ひ
び
き
）

　

副
会
長　

神　

尾　
　
　

誠
（
空
知
・
JA
き
た
そ
ら
ち
）

　

副
会
長　

村　

田　

辰　

徳
（
十
勝
・
JA
幕
別
町
）

　

副
会
長　

大　

野　

尋　

人
（
釧
路
・
JA
釧
路
太
田
）

　

監　

事　

神　

坂　

実
喜
世
（
後
志
・
JA
き
ょ
う
わ
）

　

監　

事　

佐　

藤　

啓　

太
（
日
胆
・
JA
む
か
わ
）

　

4
月
4
日
に
Ｊ
Ａ
道
青
協
第
67
回
定
期
総
会
が
札
幌
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
３
０
０
人
を
超

え
る
全
道
各
地
の
盟
友
が
集
結
し
、
前
向
き
な
意
見
や
要
望

が
挙
げ
ら
れ
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
30
年
度
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
『Exciting 

Innovation

〜
農
力
全
開
〜
』、
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
『
解

き
放
と
う
、
１
５
０
年
の
若
き
思
い
を
』
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
北
海
道
命
名
１
５
０
年
の
年
で
あ
る
２
０
１
８

年
を
、
持
て
る
力
を
解
き
放
っ
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
こ
と

で
、
豊
か
で
魅
力

あ
る
地
域
社
会
お

よ
び
農
業
を
創
生

す
る
た
め
に
も
盟

友
の
力
を
集
結
し

物
事
を
成
し
遂
げ

る
青
年
部
活
動
が

実
践
す
る
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
改
選
も
行

わ
れ
、
新
役
員
と

な
っ
た
皆
様
は
、

前
役
員
に
続
き
、

ご
活
躍
と
今
後
の

発
展
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

《
青
年
部唐崎

部
長
》

乳
質
改
善
共
励
会

　
体
細
胞
の
部

第
一
位　

南
部
支
部

　
生
菌
数
の
部

第
一
位　

東
部
支
部

全道各地から盟友集結！

平成30年度スローガン『Exciting Innovation～農力全開!～』
年間活動テーマ『解き放とう、150年の若き思いを』

北海道農協青年部協議会 第67回 定期総会

唐崎部長による開会挨拶西塚組合長よりご祝辞多くの部員の出席により盛会に開催されました。
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（組合員・職員の同居家族）
大きくなったら何になりたいですか？

上西春別小学校

計根別学園

中標津東
小学校

株田　莉和 ちゃん
株田　悠介さん（東養老牛）
『プリキュア』

蛭田　凌生 くん
蛭田健太郎さん（南本別）
『サッカー選手』

江口誠一郎 くん
江口　哲也さん（本別）
『牛さんのお仕事』

美馬　大志 くん
美馬　英二さん（計根別）
『牛のお手伝い』

須貝　公星 くん
須貝　尚樹さん（本別）

『酪農家』

赤池　一希 くん
赤池　祐介さん（中本別）
『サッカー選手』

松永　遼樹 くん
松永　慎一さん（中計根別）
『酪農家さん』

山本　雫稀 くん
山本めぐみさん（酪進）
『トラクター屋さん』

江口紗彩子 ちゃん
江口　哲也さん（本別）
『大工さん』

北　海人 くん
北　直人・みどりさん（若竹）
『パンケーキ屋さん』

元木　駿 くん
元木　忠之さん（北本別）

『警察官』

髙野琉乃介 くん
髙野 謙也さん（酪農ヘルパー）
『ミュージシャン』

宮武　柚葵 くん
宮武　雄一さん（計根別）

『農家さん』

青木　大空 くん
青木　達也さん（西竹）

『忍者』

北　ことり ちゃん
北　直人・みどりさん（若竹）
『パンケーキ屋さんと金魚屋さん』

齋藤　優奈 ちゃん
齋藤　誠さん（若竹）

『アイスクリーム屋さん』

森脇　恋子 ちゃん
森脇　拓也さん（職員）
『テニスの選手』

中村敢太朗 くん
中村　正博さん（旭新養老牛）

『酪農家』

加藤　萌衣 ちゃん
加藤　敬枝さん（パート職員）
『ケーキ屋さん』

株田 莉和ち ん

蛭田 凌生くん 江口誠 郎くん

美馬 大志くん

須貝須貝 公公公星星星くくんんん 赤池 希希希希希くくん

松永 遼樹くん

山本 雫稀くん 江口紗彩子ち ん

北 海人くん

元木木 駿駿くくん 髙野髙野野野琉乃琉乃乃介くくくんん

宮武 柚葵くん

青木 大空くん

北 ことりち ん

齋藤 優奈ち ん

森脇 恋子ち ん

中村敢太朗くん

加藤 萌衣ち ん
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　４月４日、第30回計根別ジュニア
ホルスタインクラブの総会が開催され、
14名の会員と、６名の保護者が出席
しました。
　来賓として中瀬参事、中標津町役場
経済部走出利政農林課課長、中標津町
役場経済部佐久間照雄係長、中標津農
業高校篠田有紗教諭、根室生産農業協
同組合連合会の大石昭彦氏、乳牛改良
連合会の永利嘉成会長、青年部の西塚
知也副部長、女性部の相沢舞子部長に
出席していただき、参事と走出農林課
課長から祝辞を頂きました。
　議事においては、事業報告を子供達
で分担して行い、大勢の前で発言を行
う良い機会となりました。また、今年
度より会長に永利嘉熙君、副会長に中
村花寧さん岡崎恋菜さんが推薦されま
した。
　30年の計画としては、牛に関する
勉強会、調理実習、じゃがいも・玉ね
ぎ、にんじんの作付と収穫、加工、試
食まで行ないます。さらに、近隣農協
のジュニアとの交流を深める根釧合同
サマースクール、全道共進会の会場で
行われる酪農教室への参加、親子交流
親睦会など、盛んに活動を行なってい
く予定です。昨年度の活動は金融課窓
口にパネル展示しておりますので是非
ご覧下さい。新しい仲間も随時募集し
ております。お問い合わせは酪農課　
小川・池澤まで。

計根別ジュニアホルスタインクラブ通常総会
第30回
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手作りコーンスープ
の配布をしました！
大好評でした！

農業高校のお兄さんお姉さんに教えてもらって、
作付・花の寄せ植え頑張りました！

みんなでポスターを作りました！綺麗に作れました!

４月３日 第29回 定期総会（活動パネル作成）

中條先生の牛についての授業をうけました！そのあとマッシュポテトを皆で作りました！

４月15日

５月13日 ６月17日

体験学習会（牛についての勉強・マッシュポテト作り）

スプリングフェア
（手作りコーンスープ配布）

学習会（スイートコーン、玉ねぎ作付け、
花の寄せ植え）
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酪農教室に参加してきました！
立派なスイートコーンが採れました！

おいしかったです！

手作りコンソメスープを配布しました！
大好評でした！

ジェネティクス北海道道東事業所に
研修にいきました！そのあとのウエスタン

おいしかったです！

平成30年２月17日 学習会(ジェネティクス北海道道東事業所)・ 親子交流会

楽しいサマーキャンプでした！
来年もいこうね！

釧根合同サマーキャンプ(別海)７月31日～８月１日

９月23日～24日 ９月30日 10月21日
全道酪農教室参加 学習会（スイートコーンの収穫） オータムフェア

(コンソメスープの提供)
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参加を希望される方は、JAけねべつ 営農部の職員へご連絡下さい。
TEL：78-2111、FAX:78-2556

　平成30年度よりJAけねべつで新しい勉強会がスタートします。
　その名も『モーモーカレッジ』！
　多くの皆様に参加してほしいと、このような名前にしました。ぜひ参加し、経営改
善に繋げましょう！

JAけねべつ
モーモーカレッジ開校！

開催内容　　○ 現地での植生調査や飼養管理についてなど時事的、段階的な講義を毎
月１回以上開催し、１年間通して開催していきます。

　　　　　　○ 基本、JAけねべつで託児を行っている木曜日の開催としますので、女
性の方の参加も大歓迎です！

参集範囲　　○ JAけねべつ管内で従事している農業青年、農業女性、農場従業員、酪
農ヘルパーなど、どんな方でも参加可能です！

講習内容　　○５月：JAの成り立ち、植生調査（現地研修）
（予　定）　　　６月：暑熱期の飼養管理、牧草収獲とサイレージ調整
　　　　　　　７月：クミカンの収支管理
　　　　　　　８月：２番草の収量調査
　　　　　　　９月：１番草の分析と飼料設計、デントコーン収量調査
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2018年
恒例の
2018年
恒例の

1212

大人も子どもも楽しめる
スリッパ飛ばしゲーム
大人も子どもも楽しめる
スリッパ飛ばしゲーム

「ジャンボハンバーグ」に…「ジャンボハンバーグ」に… 牛肉丸焼き食べ放題も♪牛肉丸焼き食べ放題も♪

　　３月29日に①搾乳ロボット牛舎投資にあたって②良質粗飼料確保のための植生改善について③ロ
ボット搾乳農家における風味異常について④モー一歩だけステップアップのための事例紹介⑤北欧の乳
用遺伝子を活用した乳牛改良検討チーム検討内容報告、の５つをテーマとして次世代経営者セミナーを
開催しました。36名の出席があり、今後の経営に役立つヒントを何か1つでも持ち帰って頂けたかと思
います。
　平成30年度からは約２ヶ年の計画で勉強会（モーモーカレッジ）の開催を予定しています。皆様是
非ご参加ください。

平成29年度

第２回次世代経営者セミナーの開催



営農振興課より
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牧草の高刈りで植生維持と収量アップ

資料：釧路農業改良普及センター
http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/gijyutu/H29/JA06hon.htm

資料：石狩農業改良普及センター
http://www.ishikari.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/ish011_chikusan_gijutsu/takakari_150818.htm

高刈り［10㎝程度］は１株から４本再生 低く刈り取ると、１株から１～２本しか再生しなく、
密度維持･植生維持に不利

　牧草の高刈りが効果を上げています。モアコンに高刈りスキット（通称：スキット、ゲタ）をセッ
ティングし、刈取りを行います。スキットの高さは40㎜、80㎜の２種類があり、１番草では80㎜、
２番草では40㎜が推奨設定です。
○高刈りのメリット
　 ・土壌等の異物混入が防げる
　・根本の、固く低栄養の部分を収穫しない
　・モアコンに負荷がかからない
　・２番草の生育が良く、混播バランスも良い
　・ ２番草のマメ科割合が減る（CP・Ca含量が
減り、乾乳牛に食べさせやすい草になる）

　・成長点をカットしないため、再生が良い
○高刈りのデメリット
　 ・ 初年度は10～15％収量が落ちる（次年度以
降は再生が良いため問題ない）

　・倒伏している畑はトラ刈りになる
　・ ２番草のマメ科割合が減る（CP・Ca含量が減り、搾乳牛には物足りない草になる）
　高刈りの実践によって、乳量が向上した、チモシーが長持ちする、２番草がダマにならず嗜好
性も良いなどの効果が見られています。今年度農協ではスキットの購入に助成を行う事業を展開
します。詳細は営農部までお問い合わせください。

刈高 刈高

刈高 刈高 刈高
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雑草が多いほ場の一番草収穫
　

い
よ
い
よ
牧
草
収
穫
が
始
ま
り
ま

す
。

　

取
り
付
け
道
路
の
整
備
、
ほ
場
出

入
口
の
枝
払
い
、
サ
イ
ロ
と
周
辺
の

整
備
、
資
材
の
調
達
…
な
ど
準
備
万

端
に
整
え
て
、
事
故
の
無
い
よ
う
作

業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ー
ド
の
収
穫
目
安
は
６
月
10
日

　

採
食
量
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
地

下
茎
型
イ
ネ
科
草
種
が
優
先
す
る
草

地
を
早
め
に
収
穫
す
る
場
面
が
あ
り

ま
す
（
写
真
、
図
１
）。

　

リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
（
和

名
・
ク
サ
ヨ
シ
）
の
利
用
効
果
が
高

い
の
は
、
出
穂
直
前
の
穂
ば
ら
み
期

の
収
穫
で
す
。
根
室
管
内
の
調
査
に

よ
る
と
、
１
番
草
で
は
６
月
10
〜
15

日
頃
で
、
草
丈
80
㎝
が
目
安
で
す
。

○
早
刈
り
の
注
意
点

　

根
室
管
内
で
早
刈
り
す
る
場
合
、

年
に
よ
っ
て
は
１
番
草
収
穫
時
の
天

候
が
安
定
し
な
か
っ
た
り
、
３
番
草

ま
で
収
穫
し
て
も
年
間
収
量
が
や
や

減
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
番
草
以
降
も
採
草
利
用
す

る
場
合
、
３
番
草
ま
で
の
収
穫
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
事
例
を
図
２
に
ま

と
め
ま
し
た
。

○
い
つ
も
よ
り
早
め
の
準
備
を
！

　

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
す
る
場
合
は
、

水
分
を
75
％
以
下
に
落
と
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

理
由
は
、
水
分
が
75
％
を
超
え
る

と
発
酵
品
質
が
極
端
に
低
下
す
る
場

合
が
あ
る
た
め
で
す
。
特
に
地
下
茎

型
イ
ネ
科
草
種
は
、
乳
酸
菌
が
利
用

で
き
る
単
少
糖
含
量
が
少
な
い
た
め
、

乳
酸
発
酵
が
進
み
に
く
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

天
候
が
ぐ
ず
つ
く
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
、
細
切
サ
イ
レ
ー
ジ
の
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
ギ
酸
を
用
意
し
て

お
く
の
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

開
花
ま
で
の
期
間
は
、
収
穫
が
遅

れ
る
と
草
量
が
増
え
て
乾
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
早
め
に
収
穫
で
き
る
よ

う
収
穫
準
備
も
早
め
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

○
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
や
利
用
組
合
の
場
合

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
で
あ
れ
ば
、
比
較

的
利
用
者
が
少
な
い
時
期
の
収
穫
に

な
り
ま
す
。
雑
草
の
多
い
ほ
場
を
選

ん
で
ス
ポ
ッ
ト
的
な
早
刈
り
利
用
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
作
業
機
の
稼
働
率

を
高
め
る
上
で
、
繁
忙
期
以
外
の
受

注
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
に
と
っ
て
も
利

点
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
に
相
談
し
て
み
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
利
用
組
合
で
は
図
３
の
よ

う
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
を

行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
１

回
目
の
収
穫
時
に
雑
草
が
多
い
ほ
場

を
優
先
的
に
収
穫
し
、
２
回
目
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
植
生
の
良
い
草

地
や
新
播
草
地
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
収
穫
時
期
を
２
回
に

分
け
る
こ
と
で
、
悪
天
候
に
よ
る
収

穫
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
収
穫
を
分
業
化
し
て

い
る
場
合
は
、
事
前
に
意
見
調
整
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

早
く
刈
る
と
採
食
量
が
驚
く
ほ
ど

増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
給
与
時

は
、
い
つ
も
よ
り
多
め
の
給
与
量
に

な
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
！

写真　こうなる前に収穫図１　牧草収穫のタイミング

図２　雑草を早刈りする場合に考慮すること

図３　収穫ローテーションの工夫事例

リードカナリーグラス出穂期

シバムギの倒状

１ ．10㎝程度の刈り高を確保したり、ウィンドロ
ウを平らで広めの形状にするなど、原料草が乾き
やすい条件を整え予乾を十分に行う。予乾が不十
分な場合は適切な添加剤を利用する。

２ ．リードの早刈り草地はすぐに追肥を行い、収
穫後40日（８月に入る前）に２番草を収穫する。
３番草の収穫は通常の２番草の収穫タイミングの
最後に行う。

３ ．春の施肥やスラリー散布が遅れたり、スラリー
の散布量が多い場合は、早刈りを避ける。

難防除雑草 
(５月に収穫)

・メドウフォックステイル
・ハルガヤ

雑草割合が 
高い草地

・リードカナリーグラス
・シバムギ

牧草 
主体草地

・オーチャード
・チモシー

早

遅

Ａ
農場

Ｂ
農場

Ｃ
農場

Ｄ
農場

１回目

適期刈り早刈り

Ａ
農場

Ｂ
農場

Ｃ
農場

Ｄ
農場

２回目

遅刈り適期刈り
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４月から５名の職員が採用されましたので紹介します。どうぞよろしくお願いします。ら５名の職員が採用されましたので紹介します どうぞよろしくお願いし

●●●  新採用職員紹介  ● ●●

（営農部 営農振興課）

山田　　暁

（総務部 総務電算課）

佐藤　りな

（総務部 総務電算課）

宮下ほのか

（販売部 生産センター）

倉内　宏樹

（販売部 生産センター）

冨居悠一郎

（営農部 営農振興課）

（総務部 総務電算課）

（総務部 総務電算課）

（販売部 生産センタ ）

販売部 生産センタ ）

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同

組
合　

営
農
部　

営
農
振
興
課

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
山
田　

暁
と
申
し
ま
す
。
３
月
に
北
海

道
中
標
津
高
等
学
校　

普
通
科

を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
か
ら
２
週
間
は
営

農
部
、
Ａ
コ
ー
プ
に
て
研
修
を

さ
せ
て
頂
き
、
３
月
21
日
か
ら

の
10
日
間
は
江
別
に
あ
る
Ｊ
Ａ

カ
レ
ッ
ジ
に
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
農
協
と
は
ど
の
よ
う
な

組
織
な
の
か
な
ど
を
幅
広
く

様
々
な
講
義
を
受
け
さ
せ
て
頂

い
た
ほ
か
、
他
農
協
の
新
採
用

職
員
の
方
々
と
も
親
交
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
と
て
も
充
実
し

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
営
農
部
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
が
、
何
も
か
も

が
新
し
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
今
は
迷
惑
ば
か
り
か
け
て

お
り
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
。

で
す
が
、
研
修
時
に
習
っ
た
礼

儀
や
知
識
を
忘
れ
ず
１
日
も
早

く
組
合
員
の
皆
様
の
事
を
知
り
、

そ
し
て
い
ち
早
く
組
合
員
の
皆

様
に
自
分
の
こ
と
も
知
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

や
る
べ
き
事
を
見
極
め
、
組
合

員
の
皆
様
と
地
域
発
展
の
力
に

な
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、

計
根
別
農
業
協
同
組
合　

総
務

部
付
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
り
な

と
申
し
ま
す
。

　

３
月
に
北
海
道
別
海
高
等
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
江

別
市
の
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ

れ
た
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
農
業

協
同
組
合
の
基
本
と
な
る
こ
と

や
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
農
協

簿
記
の
基
本
な
ど
様
々
な
事
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
仕
事
を
し
て
い
く
う
え

で
も
、
学
び
の
姿
勢
を
持
ち
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
他
組
合
と
の
交
流

の
場
が
あ
っ
た
こ
と
で
新
し
い

仲
間
も
で
き
、
同
期
と
の
親
睦

も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
充
実
し
た
十
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
新
し
い
環
境
で
一

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
全

て
の
事
が
初
め
て
で
戸
惑
う
こ

と
も
多
く
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、

一
日
で
も
早
く
職
場
に
慣
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
元
気

に
明
る
く
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
自
分
か
ら
進
ん

で
行
動
し
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同

組
合　

総
務
部
付
と
な
り
ま
し

た
宮
下
ほ
の
か
と
申
し
ま
す
。

３
月
に
北
海
道
中
標
津
高
等
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
３
月
の

上
旬
に
は
計
根
別
農
協
で
研
修

を
行
い
、
下
旬
に
は
江
別
市
で

行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
の

研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

農
協
で
の
研
修
で
は
お
忙
し

い
中
、
優
し
く
丁
寧
に
ご
指
導

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
の

研
修
で
は
、
農
協
の
基
礎
や
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々

な
事
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
他
組
合
の
方
々
や

同
期
と
の
交
流
も
沢
山
あ
り
、

と
て
も
貴
重
で
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
至
ら

な
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農

協
職
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
努
力
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
や
組
合

員
さ
ん
に
親
身
に
な
っ
て
寄
り

添
い
、
力
に
な
れ
る
よ
う
常
に

笑
顔
で
明
る
い
農
協
職
員
を
目

指
し
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
協
販
売

部
生
産
セ
ン
タ
ー
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
、
倉
内　

宏
樹
と
申

し
ま
す
。

　

私
は
以
前
他
の
育
成
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
牛

の
世
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

原
点
は
哺
育
時
期
だ
と
思
い
探

し
て
い
た
ら
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ

生
産
セ
ン
タ
ー
が
哺
育
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
知
り
、
ご

縁
が
あ
り
パ
ー
ト
と
し
て
働
か

せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
今
年

四
月
一
日
よ
り
臨
時
従
業
員
と

し
て
心
機
一
転
心
を
入
れ
替
え

て
、
組
合
員
の
皆
様
の
為
に
よ

り
良
い
牛
作
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
勉
強
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
皆
様
の
ご
指
導
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
30
年
4
月
よ

り
準
職
員
と
し
て
採
用
頂
き
、

計
根
別
農
協
販
売
部
生
産
セ
ン

タ
ー
職
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
冨

居　

悠
一
郎
と
申
し
ま
す
。

　

業
務
の
中
に
於
い
て
、
組
合

員
の
皆
様
の
大
切
な
牛
を
扱
わ

せ
て
頂
く
と
い
う
、
と
て
も
責

任
の
あ
る
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
覚
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知

識
や
、
習
得
す
る
べ
き
技
術
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
、
精
度

の
高
い
業
務
を
心
掛
け
、
計
根

別
農
協
と
い
う
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
組
織
の
看
板
を
背
負
っ
て

働
く
所
存
で
す
。

　

今
後
、
自
分
の
未
熟
さ
に
よ

り
至
ら
な
い
点
等
あ
る
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金
融
共
済
課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
企
画
係

営
農
振
興
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

組織機構図及び
職員配置図 西塚　秀夫

中瀬　　満

部長　金野　智樹 部長　蛎崎　康夫

係　
　
　
　

長　

羽
田　

依
世　
係　

根
岸　

里
菜
・
谷
川　

好
則
（
嘱
託
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

り
な
（
試
用
職
員
）
・
宮
下
ほ
の
か
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係
　

玉
置　

博
斗
・
石
田　

真
紀

   係
長
総
務
電
算
課
長
兼
務

係　
　
　
　

長　

深
瀬　
　

望　
係　

佐
藤
茉
梨
奈
・
仲
谷　

鮎
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
川
裕
太
・
喜
来　

幸
音

係
長
課
長
兼
務　

係　

片
岡　

尚
子
・
菅
野　

菜
緒
・
渡
邉　

留
未
（
嘱
託
職
員
）

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘　
係　

川
田　

茉
奈

係
長
課
長
兼
務　

係　

中
野
あ
ず
さ

係　
　
　
　

長　

小
林　

央
知　
係　

山
田　
　

暁
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

片
岡　

美
幸

係　
　
　
　

長　

大
槻　

勝
一　
係　

筒
井　

悌
紀
・
倉
田　

瑠
美

   係
長
課
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功　
係　

倉
内　

宏
樹
（
臨
時
従
業
員
）
・
冨
居
悠
一
郎
（
臨
時
従
業
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

藤
田　

恒
久
・
石
川　

将
貴

係　
　
　
　

長　

星
野　

洋
平　
係　

中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾
・
久
本　

晃
大

係　
　
　
　

長　

森
脇　

拓
也　
係　

斎
藤　

有
利
・
小
川　

岳
志
・
池
澤　

里
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

拓
夢
・
長
屋　

透
羽

係
長
課
長
兼
務　

係　

須
貝　

侑
平
・
三
浦　

な
な
・
宮
下　
　

遥

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

小
高　

亜
季

   係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

森
田　

優
美
・
杉
本　

夏
美

部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹部長　熊谷　昌仙

男子職員　39名
女子職員　24名
合　計 　63名

※ 太字 は４月１日付新採用、昇格

課
長　

深
見　
　

亮

課
長 

部
長
兼
務

課
長　

川
目　
　

聡

課
長　

佐
藤　

厚
柱

課
長　

川
目　
　

剛

課
長　

大
矢
根
裕
辞

セ
ン
タ
ー
長 

畜
産
販
売
課
長
兼
務

課
長　

高
橋　

英
穂

課
長　

佐
々
木　

完

課
長　

萱
岡　
　

智

主
幹　

太
田　
　

孝

室長(兼)総務部長
室長(兼)総務電算課長

係

川
田

茉
奈

係

山
田

暁
（
試
用
職
員
）

係

倉
内

宏
樹
（
臨
時
従
業
員
）

冨
居
悠
一
郎
（
臨
時
従
業
員
）

根
岸

里
菜

角
田
川
裕
太

菅
野

菜
緒

林

拓
夢

係

森
田

優
美

長
屋

透
羽

池
澤

里
奈

杉
本

夏
美

喜
来

幸
音

佐
藤

り
な
（
試
用
職
員
）

宮
下
ほ
の
か
（
試
用
職
員
）

太字 
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し

ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
組
織
す
る
北
海
道
農
協

政
治
連
盟
が
、
次
期
参
議
院
選
全
国
比
例
区
で
の
組

織
代
表
候
補
と
し
て
、
黒
田
栄
継
氏
を
全
国
農
政
連

に
推
薦
し
ま
し
た
。

　

黒
田
氏
は
芽
室
町
で
畑
作
経
営
を
営
ん
で
お
り
、

平
成
26
年
度
に
全
青
協
会
長
を
務
め
、
組
織
活
動
で

つ
ち
か
っ
た
判
断
力
・
行
動
力
と
全
国
的
な
知
名
度

が
あ
り
ま
す
。
農
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、
現
役
農

業
者
の
代
表
を
国
政
に
送
り
、
世
論
形
成
の
核
と
な

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

黒
田
氏
と
現
職
山
田
と
し
お

氏
を
含
め
、
３
名
で
の
予
備
選

挙
が
６
月
上
旬
ま
で
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
の
で
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
こ
ど
も
共
済
の
資
料
請
求

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
共
済
は
、
お
子
さ
ま
・
お
孫
さ
ま
の
学
資

金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
、
給
付
率
は
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
度
に
「
マ
ザ
ー

ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
資
料
請
求
を
さ
れ
た
方
先
着
６
０
，

０
０
０
名
様
に
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い

る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
と
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

平
成
20
年
度
か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

教
材
本
を
製
作
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内
の
小
学
校

へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
全
道
１
，
０
７
９
校

の
小
学
校
お
よ
び
特
別
支
援

学
校
に
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
か
ら
は
北
海

道
教
育
委
員
会
へ
教
材
本
の

贈
呈
を
行
い
、
教
材
活
用
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
競
技
部

は
、
２
０
１
８
年
度
の
新
体

制
に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行
い
、

長
渡
新
監
督
の
も
と
「
覚
悟
と

挑
戦
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
菊
地
優
子
選
手
を
主
将
に
、
寺
島
優
奈
、
不
破

亜
莉
珠
の
新
人
２
選
手
を
加
え
た
10
名
で
全
日
本
実

業
団
女
子
駅
伝
や
個
人
種
目
で
の
目
標
達
成
に
挑
み

ま
す
。
長
渡
新
監
督
は
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。

新
し
い
部
の
歴
史
に
名
を
残
せ
る
よ
う
な
結
果
を
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
残
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

北海道教育委員会教育長へ贈呈



15

今月の

写真を提供して
頂きました。
ありがとうございます！

5月31日は自動車税の納期限です

問い合わせ先
納税に関するご相談は、　根室振興局　税務課 納税係　　　　　　

☎（0153）２４－５４６６（直通）

　自動車税は、毎年４月１
日現在で運輸支局に登録さ
れている自動車の名義人（所
有者）にかかる税金です。
　また、インターネット上
の「Yahoo! 公金支払い」
サイトから自動車税のクレ
ジットカード納税が利用で
きます。５月31日までに必
ず納めましょう。



市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数

16

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月24日現在 3,100円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 356 352 1,223,640 424,440 967,674 -61,595
乳牛・ホル初妊ET 33 32 1,261,440 821,880 1,101,364 -155,451
乳牛・ホ無　初妊 6 6 1,121,040 650,160 899,640 1,620
乳牛・ホル　経産牛
その他の乳用種 1 0
合　　　　計 396 390 1,261,440 424,440 989,559 -71,809

平成29年度3月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　4月13日開催分 税込み

4月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,466 58
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,053 -127
そ の 他 の 未 経 産 57 2

計 7,576 -67
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,001 69
そ の 他 の 経 産 牛 47 -1

計 10,048 68
合　　　　　　　計 17,624 1

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 523 -14
黒 毛 和 種　 オ ス 48 8

計 571 -6
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 571 -6
総　　　合　　　計 18,195 -5

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 424 399 1,306,800 32,400 566,846 -7,159

肉牛・黒毛　メスＥＴ 210 205 4,086,720 433,080 703,617 68,828

肉牛・黒毛　メス計 634 604 4,086,720 32,400 698,102 18,773

肉牛・黒毛　オス

肉牛・黒毛　去勢 743 709 1,318,680 264,600 720,860 -17,228

肉牛・黒毛　去勢ET 299 281 1,236,600 578,880 789,462 13,431

肉牛・黒毛　去勢計 1042 990 1,318,680 264,600 811,009 53,950

肉素・肉専用種　去勢

繁 殖 ・ 黒 毛 31 30 1,605,960 216,000 536,374 -135,062

廃 用 ・ 黒 毛 94 94 424,440 43,200 183,210 -111,420

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,827,104 100.9 103,517,281 101.8 131
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,804,360 100.9 126,271,881 99.4 167
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,469,471 100.2 87,576,099 99.2 139
Ｊ Ａ 中 春 別 10,485,210 102.8 121,315,010 101.2 165

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,906,337 103.9 91,398,898 102.3 136
上 春 別 支 所 5,425,537 108.7 62,689,034 105.4 71
別 海 本 所 12,788,399 101.7 151,600,589 99.2 238
根 室 支 所 4,105,750 104.6 48,582,719 101.1 82
小　　　　計 30,226,023 103.9 354,271,240 101.3 527

合　　　　　計 67,812,168 102.4 792,951,511 100.8 1,129

ホクレン根室家畜市場 一般市場 4月11日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）4月12日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛･ホル　育成 12 10 689,040 414,720 532,116 -72,972
乳牛･ホル　初任 13 13 974,160 366,120 716,788 -14,704
乳牛･ホル　経産 154 151 896,400 86,400 366,299 -15,959
乳牛･ホル･無経産 3 3 547,560 143,640 350,640 -35,460
肉素･黒毛和種･メス
肉素･黒毛和種･オス 3 3 648,000 441,720 537,840 537,840
肉素･黒毛和種･去
肉素･乳用交雑･メス
肉素･乳用交雑･オス
肉素･ホル中犢･メス 1 1 54,000 54,000 54,000
肉素･ホル中犢･オス 3 3 169,560 58,320 123,480 14,400
肉素･ホル中犢･去
肉素･ホル･メス 17 17 353,160 72,360 267,395 4,715
肉素 ･その他･去
初生･黒毛和種･メス 4 4 478,440 378,000 425,520 -143,331
初生･黒毛和種･オス 12 12 646,920 268,920 493,560 -145,337
初生･乳用交雑･メス 127 127 295,920 81,000 209,248 13,295
初生･乳用交雑･オス 116 115 387,720 142,560 320,253 16,284
初生・ホル・オス 140 140 213,840 9,720 147,181 -5,084
初生･ホル乳用･メス 17 17 507,600 3,240 313,073 -43,327
初生･異性双児･メス 8 8 118,800 86,400 106,245 559
初生･その他･メス
初生･その他･オス 2 2 51,840 42,120 46,980 -30,060
廃 用 黒 毛 和 種
廃 用 ･ ホ ル 112 112 297,000 16,200 152,849 -4,715
廃 用 ･ そ の 他 2 2 135,000 70,200 102,600



まちがいさがし

まちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

17

５月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

　この『今月の義を見てせざるは勇なきなり』も今回の寄稿で1周
年となりました。1年間という長い期間続けることができたのも、
皆様の応援やありがたいお言葉のおかげと思っております。誠にあ
りがとうございますとともに、今後とも応援よろしくお願い致しま
す。
　何事も継続していく事は難しく苦しいことですが、格言にも『継
続は力なり』とあるように苦しくても続けていくというのは、本人
の能力を発展させる凄まじい行動であると思います。
　歴史上、活躍され、成功を収め、名を残している方々も、やはり
どんなことがあっても継続し成功していきました。
　その中で、今回ご紹介するのはトーマス・エジソンです。
　発明王エジソンは、電話や蓄音機、電球を実用化し、世界に光を
与え、世界を繋いだ人物で有名です。
　そんな発明王も多くの失敗をし続けたそうです。失敗に失敗を重
ねながらも、研究を継続し、成功していきました。そんなエジソン
はこう言います。
　「私は失敗したことがない。ただ、1万通りの上手くいかない方
法を見つけただけだ。」
　失敗して挫折するのではなく、その失敗すらも発見とポジティブ
にとらえる。
　そんなポジティブな発想こそが、どんな困難な環境でもやり続け、
成功へ導くコツなのかもしれません。
　皆様も困難が立ちはだかった時は、まず前向きに考え、その困難
すらも手玉に取ってやろうくらいのスケールの大きな発想で乗り越
えていってはいかがでしょうか？

　「真の失敗とは、開拓の心を忘れ、困難に挑戦する事に無縁のと
ころにいる者たちのことをいう。」
　アメリカのスティーブン・スティール氏の言葉より。

今月の義を見てせざるは勇無きなり

● 正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》 左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ｡ または、営農企画係までFAX(78-2048)をお願いし
ます。

《締め切り》平成30年５月20日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」６月号誌上

まちがいさがし４月号の答え

4 5 7 10 12
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

助口登貴子さん
小林　　孝さん
広瀬　明美さん
仲谷　鮎美さん
日塔　芳夫さん

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～
■ 少しずつ暖かくなってきました
　雪がとけ、土の上に咲いた福寿の花。春一番に咲いた花。寒
さも忘れて心も温まりそう。　　（ペンネーム　なかよしさん）
「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャ
ンスなどを募集しています！営農企画課までメールするか
事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp
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先月のお題『春を待つ雀』でした。
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今月のお題『白鳥』です。皆様の作品お待ちしております。
（５月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。

また、お題の写真も募集しております。
素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。


